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商
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堆

積

の

理

論

谷

口

古
口

彦

目

究

商
品
唯
積
由
融
合
向
市
忠
実
面
白
エ
現
象
l
l
財
山
地
山
酬
の
枇
命
的
三
略
態
l
l
末
閥
人
に
於
け
る
自
然
的
堆
積
l
l
自
給
個
涛
に
於
げ
る

消
費
堆
積
1
1
資
事
主
義
純
情
に
於
け
る
一
一
つ
白
地
積
州
市
穆
)

止
措
責
本
の
堆
積
(
捺
醐
手
陣
白
担
劃
的
並
び
に
川
相
劃
的
柑
大
!
l
持
働
材
料
等
白
絶
針
的
抽
明
大
並
び
に
相
劃
的
減
少
!
l
勢
働
力
。
盟
唯

樹
商
品
賞
本
白
堆
積
(
同
省
白
居
時
山
商
品
堆
積
1
1
2
相
劃
的
並
び
に
絶
劃
的
補
大
1
1
生
産
財
た
る
商
品
堆
積
由
組
劃
的
噌
大
誕

V
に
相

E 
到
附
噌
減
l
l
泊
費
則
た
る
向
向
山
堆
秘
的
絡
齢
的
並
び
に
判
劃
的
増
大
|
|
勢
働
力
の
尚
品
堆
積
)

尚
川
間
唯
哉
と
協
調
布
岨
(
腕
民
者
'
と
し
て
白
商
品
堆
総
白
嬰
求
l
l
肌
直
者
と
し
て
の
耐
品
堆
積
由
緋
時
1
1
i
向
人
山
介
花
1
1
版
斑
目
崎
件

と
し
て
白
商
品
端
積
1
i
崎
常
な
る
抜
ぴ
に
槌
則
的
な
る
商
品
栴
積
)

商
品
唯
横
山
鎚
動
(
一
般
的
傾
向
と
}
時
的
魁
動
l
l
季
節
的
魁
勤
1
l
物
倒
崎
武
に
よ
る
艶
動
1
1
物
価
下
落
に
よ
る
健
助
|
l
堆
債
の
動

態
に
脚
す
る
貸
際
的
研
究
&
生
産
並
び
に
供
給
自
一
畦
脅
的
統
制
)
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第
三
十
一
審

(第一一割

商
品
堆
積
由
理
箇

、一、
，F
」
ノ

商
品
堆
積
の
枇
舎
的
形
態

「
資
本
家
物
生
産
方
法
の
支
配
し
て
居
る
枇
曾
の
富
は
、
大
げ
吉
な
商
品
堆
積

(45号
g
E日
目

-5問
)
ざ
し
て

現
は
れ
る
。
」
此
の
意
味
に
於

τ商
品
地
積
は
、
資
本
主
義
溜
済
組
織
の
具
値
的
な
一
の
特
徴
で
ゐ
る
。

y
I
プ
マ

y

が
近
世
企
業
の
特
徴
を
怠
げ
て
.
「
市
場
へ
の
貯
減
生
産
」
に
あ
b
ご
し
た
の
も
此
の
意
味
で
あ
h
、
ポ
ル
グ
ト

が
商
業
の
概
念
を
決
定
す
る
に
鴬
っ
て
、
多
〈
の
皐
者
が
重
き
を
お
〈
所
の
傍
利
槻
念
よ
'
り
も
、
寧
ろ
「
其
の
商

品
が
、
顧
客
の
側
か
ら
集
ま
っ
て
来
た
直
接
の
註
文

K
よ
ら

F
る
」
舶
に
重
き
を
お
き
、
「
商
業
の
概
念
は
、

E
確

に
確
定
し
な
い
需
要
に
劃
す
る
貯
戒
を
前
提
E
す
る
」
ピ
言
う
た
の
も
亦
、
商
品
堆
積
正
い
ふ
現
象
を
側
面
か
ら

凱
察
し
た
も
の
で
ゐ
ら
う
。
蓋

L
軍
な
る
倍
利
槻
念
は
、
必
宇
し
も
資
本
主
義
一
枇
曾
の
特
徴
で
は
な
〈
、
有
も
商

業
の
存
在
し
た
所
で
は
、
ア
ィ
-
一

V

ア
の
昔
に
於
て
も
飾
に
存
在
し
た
。
唯
其
の
傍
利
御
念
が
生
産
界
に
ま
で
侵

入
し
て
、
轡
利
生
産
ご
な
っ
た
所
に
・
近
世
の
資
本
主
義
枇
曾
が
成
立
し
た
の
で
あ
る
が
、
然
る
限
'
9
・
其
の
生

産
は
商
品
生
産
で
あ
・
り
、
市
場
生
産
で
あ
h
、
従
っ
て
其
の
具
煙
的
に
表
は
れ
た
所
で
は
、
貯
放
生
産
ご
な
h
商

品
堆
積
、
己
な
b
得
る
も
の
で
あ
る
。

併
し
乍
ら
他
方
に
於
て
、
資
本
主
義
の
祉
曾
を
構
成
す
る
大
部
分
の
人
聞
は
、
手
か
ら
口
へ
の
生
活
を
な
す
賃

銀
抽
労
働
者
で
あ
る
か
ら
、
彼
等
の
消
費
生
活
の
特
徴
は
、
立
(
の
生
活
に
必
要
な
る
財
の
貯
臓
を
有
L
得
ざ
る
駄
に

あ
る
。
寧
に
賃
銀
勢
働
者
に
限
ら
す
、
今
h
最
も
典
型
的
な
資
本
主
義
的
生
活

l
l文
明
闘
の
都
市
生
活
ー
ー
の

少
〈
己
も
或
部
商
に
於
て
は
、
請
は
ャ
市
場
か
ら
口
へ
の
生
活
を
な
せ
る
も

ωで
あ
っ
て
、
消
費
行
程
仁
於
り
る

恥1arx，Das }ζapital， J. S. 1. 
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j 
一、

財
の
貯
戒
若
〈
は
堆
積
は
、
比
般
的
小
な
る
範
囲
に
限
ら
れ
て
居
る
。
そ
れ
放
に
此
の
意
味
に
於
て
は
、
資
本
主

義
の
枇
曾
に
於
り
る
具
鱒
的
な
一
の
特
徴
は
、
反
割
に
財
の
堆
積
の
減
少
に
あ
る
様
に
見
え
る
。
真
に
資
本
主
義

の
車
宙
返
は
、
交
通
経
済
に
必
要
な
物
的
並
に
人
的
の
設
備
を
完
成
す
る
か
ら
、
生
産
よ
h
消
費
に
至
る
商
品
の
流

通
は
、
極
め
て
込
惑
国
滑
に
行
は
る
ぺ
〈
、
従
っ
て
葉
の
聞
に
存
す
る
商
品
の
堆
積
は
、
次
第
に
減
少
し
つ
〉
の

る
様
に
見
え
る
。
「
資
本
家
的
生
産
の
畿
反
す
る
に
つ
れ
て
、
商
品
貯
戒
は
減
少
す
る
Z
主
張
す
る
」
皐
者
の
あ
る

は
、
是
等
の
放
で
ゐ
ら
う
。

斯
様
に
財
も
し
く
は
商
品
の
貯
戒
仁
就
い

τ、
資
本
主
義
枇
曾
の
特
徴
に
関
聯
し

τ主
張
さ
る
、
所
の
、
互
に

矛
盾
す
る
様
に
見
ゆ
る
二
つ
の
見
解
|
|
商
品
堆
積
の
肯
定
正
否
苑
|
l
u
、
果
し
て
何
れ
を

E
嘗
正
な
す
べ
き

私
は
政
仁
7

F

ク
旦
の
所
論
『
貯
臓
の
一
舵
曾
的
形
態
の
磁
化
』
仁
閲
す
る
考
察
を
多
照
す
る
o

力品

? 個
人
の
経
済
行
匁
が
意
識
的
に
計
責
せ
ら
れ
統
一
さ
る
、
に
至
っ
た
後
の
経
済
生
活
に
於
て
は
、
人
聞
の
生
活

に
必
要
な
物
質
は
、
多
少
の
程
度
に
於
て
貯
蔵
形
態
を
採
る
に
至
る
こ
ご
は
疑
な
い
。
古
う
し

τ此
の
貯
成
形
態

は
、
マ
戸
ク
ス
に
従
へ
ば
、
「
賞
際
の
ご
-
』
ろ
一
一
一
つ
の
形
態
を
採
っ
て
存
在
す
る
。
油
産
資
本
な
る
形
態
正
、
例

人
的
消
費
源
な
る
形
態
正
、
商
品
貯
戒
又
は
商
品
資
本
な
る
形
態
ご
が
其
れ
で
あ
る
o
」
言
ふ
迄
も
な
〈
誌
に
問
題

己
す
る
所
は
、
財
の
一
枇
曾
的
形
態
の
存
在
で
あ
り
、
財
が
如
何
な
る
一
枇
曾
閥
係
に
於

τ存
在
す
る
か
を
見
に
も
の

で
あ
っ
て
、
然
る
限
・
り
、
財
の
貯
戒
形
態

ω存
在
は
、
由
学
者
の
所
調
経
糖
の
成
立
以
後
に
起
る
。
ピ
ユ
ヅ
へ
ア
の

所
調
「
自
然
人
の
経
済
]
時
代
に
あ
っ
て
は
、
何
等
の
枇
曾
的
形
態
に
於
て
も
財
の
貯
臓
の
存
在
し
な
か
っ
た
こ
ご

は
、
事
者
の
一
致
す
る
所
で
あ
る
叫
さ
う
し
て
事
者
の
中
に
は
、
未
開
人
に
貯
戒
の
存
せ
ぎ
る
所
以
は
、
彼
等
の

第

敏
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ま存

拠

幽

第
ニ
十
一
巻

性
向
正
い
ふ
内
的
原
因
仁
あ
る
が
如
〈
搬
察
引
U
u
b
の
針
少
〈
な
hvが
叫

サ

大

ω根
本
の
理
由
は
、
寧
ろ
彼
等
の
環

境
Z
h
v
ふ
外
的
原
因
に
よ
る
も
の
己
考
へ
ら
る
、
。
た
己
ひ
側
々
の
場
合
仁
於
て
、
未
聞
人

ω憾
惰
Z
自
然
財
の

快
乏
ご
が
併
存
す
る
事
賞
を
見
た
ご

Lτ
も
、
此
一
端
は
決
し

τ有
力
な
反
越
正
は
な
り
得
な
い
で
あ
ら
う
。
か
(

て
皐
者

ω所
謂
経
済
な
計
時
代
、
自
然
人
の
経
憐
時
代
に
は
、
自
然
的
形
態
に
於
け
る
財
の
堆
積
が
存
在
し
れ
己

見
る
こ
正
が
出
来
る
。
何
等
か
の
枇
曾
的
形
態
に
於
け
る
財

ω堆
積
は
、
此
の
自
然
的
形
態
に
於
け
る
財
の
堆
積

が
無
〈
な
っ
た
原
因
で
は
な
〈
て
そ
の
結
巣
で
ゐ
る
o

豊
富
な
る
堆
積
の
棋
に
生
活
す
る
限
h
、
人
間
は
決
し
て

財
の
貯
蔵
に
伴
ふ
努
苦
正
危
険
を
負
携
す
る
も
の
で
は
な
レ
。
此
の
貼
に
於
て
、
市
場
か
ら
口
へ
の
生
活
を
な
す

文
明
人
の
郁
市
生
活
ご
、
野
か
ら
日
へ
の
生
活
を
な
す
未
開
人
の
放
浪
生
活
ご
は
、
相
去
る
こ
さ
遠
か
ら
グ
る
も

六
八
)

詑

，、
J、

苑

商
品
堆
積
白
理
論

の
で
ゐ
る
ご
ち
言
へ
る
。

財
の
枇
曾
的
堆
積
が
表
は
る
、
に
至
っ
た
最
初
の
時
代
は
、
所
謂
自
給
経
済
の
時
代
で
ゐ
る
。
き
う
し
て
此
の

時
代
に
於
け
る
財
の
堆
積
は
、
主
ご
し
て
消
費
貯
蔵
ご
し
て
存
在
す
る
。
「
生
産
が
直
接
に
生
産
者
の
自
給
自
足

を
目
的
ご
し
て
鋒
ま
れ
、
交
換
叉
は
版
貰
を
目
的
ご
し
て
管
ま
る
、
分
が
僅
少
の
程
度
仁
止
ま
b
、
従
っ
て
枇
曾

的
生
産
物
は
宅
も
商
品
形
態
を
探
る
こ
ご
な
〈
、
又
は
そ
の
僅
少
部
分
の
み
商
品
形
態
を
採
る
場
合
に
は
、
商
品

形
態
仁
一
於
り
る
貯
蔵
(
郎
も
商
品
貯
抜
)
が
富
の
極
小
部
分
を
占
h
U
る
に
過
ぎ
ぬ
ニ
ご
は
、
最
初
よ
り
明
ら
か
で
あ

る
。
然
る
に
此
の
場
合
、
泊
施
賀
誠
(
就
中
段
密
り
意
義
に
於
り
る
生
活
資
料
)
の
一
分
量
は
、
相
針
的
に
大
で
ゐ
る
。

こ
れ
は
古
代
の
農
民
経
笹
を
見
れ
い
ば
解
る
こ
E
で
あ
っ
て
、
か
、
る
経
替
の
下
に
於

τは
、
生
産
物
の
座
倒
的
大

-~-'富市川

Bucher. a. a. O. S. 20-ー
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1 

部
品
川
は
其
の
所
有
者
の
手
に
存
す
る
故
に
、
商
品
形
態
を
形
成
す
る
-
」
ご
な
〈
、
直
接
に
生
産
手
段
着
(
は
生
活

資
料
の
貯
戒
に
輔
化
す
る
o

そ
れ
は
商
品
貯
蔵
な
る
形
態
を
採
る
も
の
で
は
な
い
o
』
自
給
経
済
の
原
則
に
立
っ
て

居
た
吾
闘
の
封
建
時
代
に
於
て
、

E
大
な
る
財
(
米
殺
)
の
貯
戒
が
.
主

ιし
て
消
費
貯
蔵
で
あ
っ
た
こ
ご
は
、
疑

な
い
所
で
あ
ら
う
0
3
う
し
て
此
の
豆
大
な
る
消
費
貯
臓
が
、
少
数

ω支
配
階
絞
の
獅
占
に
蹄
し
て
居
た
所
で

は
、
彼
等
は
到
底
尋
常
の
方
法
を
以
っ
て
之
を
消
費
し
議
す
こ
ピ
が
出
来
な
か
っ
た
か
ら
、
弦
に
回
調
常
な
る
消
費

の
方
法
が
畿
明
さ
れ
て
、
後
世
り
暦
史
家
を
肢
か
し
て
居
る
o

挨
及
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
、
経
市
町
の
劇
場
、
ゴ

U
V
J

ツ

ク

の
寺
院
、
支
那
の
長
城
等
、
す
べ
て
一
穂
の
消
費
貯
蔵
の
如
現
江
見
る
こ
=
が
出
来
る
で
あ
ら
う
。
そ
れ
故
仁
一

般
仁
財
の
貯
蔵
の
存
す
る
こ

zee以
っ
て
、
今
日
の
枇
曾
の
特
徴
正
倣
す
に
さ
は
正
賞
で
な
-vo
財
の
堆
積
の
成

立
を
以
っ
て
、
資
本
主
義
枇
曾
に
特
有
な
現
象
で
あ
る
ご
倣
す
者
あ
ら
ば
、
其
は
自
給
経
済
に
於
り
る
消
費
貯
戒

を
看
過
し
た
も
の
で
あ
h
、
『
無
邪
気
な
見
嘗
違
ひ
」
で
あ
る
。

之
仁
反
し
て
、
資
本
主
義
経
隣
組
織
の
下
に
於
て
は
、
此
の
輔
の
消
費
堆
積
は
、
最
初
に
逃
ぷ
る
が
如
〈
、
或

部
面
仁
於

τ著
し
〈
減
少
す
る
も
の
で
め
る
か
ら
、
此
稲
の
貯
戒
形
態
に
闘
す
る
限
h
、
財
の
堆
積
の
減
少
を
以

っ
て
今
日
の
枇
曾
の
特
徴
ご
倣
す
見
解
は
正
常
で
ゐ
ら
う
。
け
れ
ど
も
其
れ
は
、
「
貯
戒
の
形
態
言
貯
蔵
そ
の
も

の
ご
を
混
同
し
た
も
の
」
で
あ
っ

τ
、
消
品
目
形
態
に
於
り
る
貯
戒
は
減
少
し
た

E
L
τ
も
、
貯
臓
そ
の
も
の
は
、

他
の
枇
曾
的
形
態
に
麗
装
し
て
、
盆
l
大
な
る
程
度
に
今
日
の
融
曾
に
入
っ
て
来
た
。
然
ら
ば
資
本
主
義
の
枇
曾

に
於
り
る
財

ω推
積
は
、
如
何
な
る
形
態
を
採
っ

τ現
は
れ
る
か
?
其
は
主
正
し

τ
「
生
産
資
本
な
る
形
態
」

ご
、
「
商
品
貯
戒
又
は
商
品
資
本
な
る
形
態
」
ご
な
っ

τ現
は
れ
る
。
き
う
し
て
後
に
逃
よ
る
が
如
〈
、
生
産
資
本

設

要E

第
一
一
十
一
巻

(
第
一
一
世

ハ
丸
)

商
品
堆
哉
の
盟
諭

/、
ゴL
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第
二
十
一
審

(
弟
一
腕

七
の
)

:B! 

商
品
堆
腐
の
瑚
諭

ヒ
O 

な
る
形
態
色
亦
、
世
間
て
は
商
品
形
態
を
採
っ
た
も
の
で
ゐ
る
か
ら
、
此
の
此
曾
の
下
に
於
け
る
財
の
堆
積
は
、
少

〈
ご
ち
一
勝
は
、
商
品
堆
積
ご
な
っ
て
現
は
れ
る
己
言
ひ
得
る
。
そ
れ
故
に
封
建
枇
曾
か
ら
今
日
の
枇
曾
へ
の
推

移
は
、
財
の
雌
積
形
態
よ
h
見
る
限
b
、
之
を
「
消
費
貯
蔵
か
ら
商
品
貯
疲
へ
の
鱒
化
」
己
見
る
こ
ご
を
得
〈
〈
、

此
の
意
味
に
於
て
、
商
品
堆
積
の
現
象
を
以
っ
て
、
今
日
の
枇
曾
の
一
特
徴
で
あ
る
ご
倣
す
見
解
は
正
賞
で
あ

る
。
要
す
る
に
姑
〈
量
的
闘
係
を
度
外
に
お
く
限
h
、
財
の
堆
筒
形
態
は
、
何
れ
の
経
済
刑
曾
に
も
存
在
す
る
も

の
で
あ
る
。
唯
そ
れ
が
各
I
の
経
済
組
織
を
異
に
す
る
に
従
っ
て
、
そ
れ
に
通
路
す
る
各
輔
の
枇
品
目
的
形
態
を
採

る
も
の
で
ゐ
b
、
今
日
の
経
済
組
織
の
下
に
於
て
は
、
其
は
主
ご
し

τ商
品
形
態
を
採
れ
る
堆
積
、
厳
密
に
は
生

産
資
本
ご

L
て
の
堆
積
ピ
、
商
品
資
本
=
し
て
の
堆
積
t
の
ニ
形
態
t
な
っ
て
現
は
れ
る
も
の
で
ゐ
る
。

生
産
資
本
の
唯
積

資
本
主
義
の
枇
舎
に
於
け
る
尉
の
堆
積
は
、
第
一
に
「
生
産
資
本
な
る
形
態
を
採
っ
た
貯
戒
」

t
L
て
現
は
れ

る
。
そ
れ
は
「
飯
に
生
産
行
根
内
に
存
在
す
る
生
産
手
段
、
或
は
少
C
Z
も
生
産
者
の
手
に
在
っ
て
阪
に
生
産
行

科
内
に
潜
伏
す
る
所
の
生
産
手
段
」
よ
b
成
る
o

具
髄
的
に
一
百
へ
ば
、
阪
に
産
業
資
本
家
の
手
に
買
取
ら
れ
で
居

る
建
物
・
機
械
・
原
料
・
燃
料
等
が
之
に
属
す
る
。
是
等
の
財
は
、
嘗
て
商
品
百
し

τ市
場
に
存
在
し
た
も
の
で
は

あ
る
が
、
今
や
特
定
の
産
業
資
本
家
の
手
に
買
取
ら
れ

τ、
生
産
的
に
消
費
さ
れ
つ
、
あ
る
か
、
者
〈
は
消
費
さ

る
べ
き
運
命
に
あ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
阪
に
商
品
た
る
性
質
を
失
っ
て
居
る
。
従
っ
て
此
の
穂
の
財
の
堆
積

Marx:. a. a. O. S. 111. Fn. 16) 
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は
、
之
を
固
有
の
意
味
の
商
品
堆
積
か
ら
匝
叫
川
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

備
て
、
『
素
材
的
存
在
形
態
た
る
生
産
手
段
」
Z
し
て
の
堆
積
は
、
自
給
経
演
に
於
て
も
、
或
科
度
に
存
在
し
た

も
の
で
あ
る
が
、
共
は
第
一
に
、
商
品
形
態
た
る
経
過
を
経
宇
L
て
生
産
物
か
ら
「
直
接
に
生
産
手
段
;
・
に

鱒
化
す
る
』
結
に
於

τ、
第
二
に
、
傍
利
的
生
産
の
手
段
卸
も
生
産
資
本
た
る
性
質
を
快
〈
貼
に
於
て
、
資
本
主

義
経
済
に
於
り
る
生
産
資
本
Z
L
て
の
推
積
芭
匝
別
せ
ら
る
、
の
み
な
ら
宇
、
第
三
に
、
其
の
一
耽
曾
の
総
生
産
物

仁
岨
到
す
る
絡
調
的
並
に
相
調
的
の
量
的
関
係
に
於

τ、
甚
だ
し
き
相
遣
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
然
ら
ば
生
産
資
本

の
堆
積
形
態
は
、
資
本
主
義
枇
曾
の
溌
展
す
る
に
従
っ
て
、
如
何
な
る
量
的
畿
化
を
途
「
る
で
あ
ら
う
か
?

院
に
周
〈
知
ら
る
、
如
〈
、
資
本
は
そ
れ
自
身
の
性
質
ご
し
て
絶
え
や
自
己
を
増
殖
す
る
。
資
本
の
蓄
積
は
、

資
本
主
義
枇
曾
の
畿
展
に
伴
ふ
必
要
的
傾
向
で
あ
る
が
、
蓄
積
さ
れ
た
る
追
加
資
本
は
、
積
極
的
に
は
資
本
家
の

傍
利
衝
動
に
刺
激
せ
ら
れ
、
消
極
的
に
は
彼
等
の
消
費
に
-
定
の
限
定
の
存
す
る
に
よ
b
、
必
然
的
に
再
生
産
行

程
の
燐
張
即
も
生
産
規
模
の
繍
大
正
な
っ
て
現
は
れ
る
。
然
る
に
生
産
規
模
の
蹄
大
ご
い
ふ
こ
芭
は
、
郎
も
窓
に

問
題
正
す
る
所
の
生
産
資
本
ご
し

τの
堆
積
の
増
大
を
意
味
す
る
。
ぞ
れ
故
仁
資
本
家
的
生
産
方
法
の
後
展
は
、

必
然
に
此
穫
の
堆
積
を
増
大
す
る
も
の
で
あ
る
。
然
し
乍
ら
生
産
規
模
の
繍
大
が
田
平
に
此
穏
の
も
の
に
限
ら
る
、

限
b
、
郎
ち
個
々
の
資
本
家
の
追
加
資
本
に
基
〈
も
の
な
る
限
h
、
そ
れ
は
枇
曾
的
総
生
産
物
の
増
加
に
比
例
す

る
も
の
で
あ
b
、
従
つ

τ
こ
れ
よ
h
来
る
生
産
資
本
の
堆
積
の
増
大
は
、
枇
曾
的
総
生
産
物
の
増
加
に
仲
つ

τ其

の
範
囲
に
於
て
起
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
其
は
絶
劉
的
増
加
を
な
す
に
過
ぎ
ぬ
。

然
る
に
資
本
主
義
の
畿
展
は
、
個
々
の
資
本
家
の
資
本
増
殖
ご
併
行
し
て
、
「
多
数
小
資
本
家
の
少
数
大
資
本

第
二
十
一
巻

(
品
竺
一
割

七

七

苑

商
品
堆
積
の
瑚
論

詑
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家
へ
の
鴨
化
」
、
邸
主
固
有
の
意
味
に
於
げ
る
資
本
の
集
中
が
行
は
れ
、
其
の
結
果
Z
し
て
第
二
視
の
生
産
鋳
張

が
現
は
れ
る
。
真
に
資
本
主
義
後
期
の
殺
展
は
、
株
式
曾
枇
の
組
織
に
よ
る
企
業
形
態
を
後
述
せ
し
め
、

設

商
品
堆
説
。
珊
諦

第
二
十
一
巻

第

焼

t 
) 

七

咽
}
れ
に

依
っ
て
第
三
積
の
生
産
規
模
の
繍
大
が
行
は
る
、
じ
至
う
た
。
此
の
品
悼
の
ニ
つ
は
、
「
共
の
行
は
る
、
範
囲
が
、

枇
曾
の
富
の
絶
調
的
増
勉
に
よ
h
又
は
蓄
積
の
絶
劃
的
限
界
に
よ
り
制
限
古
れ
な
い
』
ご
い
ふ
動
に
於
て
、
第
一

の
も
の
ご
異
品
。
換
言
す
れ
ば
、
枇
曾
的
線
生
産
物
の
増
加
に
闘
係
な
く
、
一
枇
曾
の
富
が
同
一
に
止
ま
る
場
合
に

も
、
行
は
れ
得
る
所
の
生
産
憤
張
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
此
種
¢
生
産
規
模
の
蹄
大
に
伴
ム
生
産
資
本
の
雄
積
の
増

加
は
、
資
本
主
義
の
後
展
己
共
仁
、
軍
に
絶
叫
割
的
に
増
加
す
る
の
み
な
ら
守
、
相
一
劃
的
に
も
次
第
に
増
大
す
る
。

然
し
乍
ら
謂
ふ
所
の
生
産
資
本
を
構
成
す
る
も
の
に
は
、
第
一
仁
生
産
手
段
(
九
)
ご
拙
労
働
力

(
A
)
ピ
を
包
合

L
、
第
二
に
生
産
手
段
も
亦
.
建
物
・
機
械
等
の
勢
働
手
段
吉
、
原
料
・
燃
料
等
の
勢
働
材
料
及
び
助
成
材
料
Z
を

包
合
す
る
。
さ
う
し
て
是
等
各
E
の
絡
調
的
並
に
相
劃
的
の
増
大
に
就

τは
、
必
Ar
し
も
右
に
遁
ぷ
る
所
Z

一
致

L
な
い
も
の
が
あ
る
。
先
づ
第
一
に
、
生
産
手
段
を
構
成
す
る
も
の
は
、
所
調
不
麗
資
本
を
構
成
す
る
・
部
分
な
る

が
、
資
本
主
義
一
吐
曾
の
畿
展
す
る
に
従
っ
て
、
此
の
資
本
部
分
M
Y

、
絶
謝
的
増
大
を
な
す
の
み
な

ι争
、
金
資
本

に
謝
す
る
相
劃
的
割
合
を
も
増
大
し

τ、
蕊
に
利
潤
率
越
減
の
傾
向
を
表
す
も
の
な
る
こ
Z
は
、
周
〈
知
ら
る
、

所
で
あ
る
。
而
し
て
生
産
手
段
の
一
般
に
闘
す
る
此
の
傾
向
は
、
主
£
し
て
其
の
中
の
建
物
・
機
械
等
の
勢
働
手

段
、
印
も
固
定
資
本
に
負
ふ
所
で
あ
る
。
『
資
本
家
的
生
産
方
法
の
援
護
す
る
ご
共
に
、
勢
働
手
段
の
形
で
永
久

に
生
産
行
程
ご
合
健
吉
れ
、
大
な
り
小
な
り
の
期
間
絶
え
十
反
覆
的
に
生
産
行
程
内
に
作
用
す
る
生
産
手
段
(
建

物
機
械
等
)
は
、
不
断
に
増
大
す
る
0

・
・
此
の
形
態
に
於
け
る
富
が
絡
調
的
仁
増
殖
す
る
の
み
な
ら
争
、
ま
た
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相
掛
的
に
h
増
殖
す
る
古
い
ふ
事
実
は
、
就
中
資
本
家
的
生
産
方
法
を
特
徴
つ
り
る
も
の
で
あ
る
出

H
-
産
手
段
(
D
叩
)
の
中
、
原
料
・
燃
料
等
よ
り
成
る
部
分
も
亦
次
第
に
増
大
す
る
。
「
生
産
規
模
が
燐
大
し
、
協
業

や
分
業
や
機
械
な
「
」
に
よ
b
勢
働
生
庭
カ
が
増
進
守
る
に
つ
れ

τ、
白
々
の
再
生
産
行
程
に
入
る
べ
き
原
料
・
助

成
材
料
等
の
分
量
も
亦
、
増
大
す
る
こ
吉
、
な
る
o
』
古
う

Lτ
特
に
此
械
の
生
産
手
段
に
特
有
な
る
現
象
は
、
そ

れ
が
生
産
行
程
内
に
願
在

Lτ
、
現
質
の
生
産
過
程
を
絞
過
し
っ
、
ゐ
る
こ
ご
を
要
す
る
の
み
な
ら
守
、
同
時
に

多
少
の
程
度
に
於

τ生
産
行
程
内
に
潜
在
し
て
‘
現
貸
の
生
産
過
程
を
待
も
っ
、
あ
る
部
分
を
も
必
要
ご
す
る
こ

さ
で
あ
る

Y
郎
も
『
是
等
の
要
素
は
、
強
め
生
産
の
場
所
に
準
備
き
れ
て
居
ら
ね
ば
な
ら
泊
。
生
産
行
担
慌
を
流
暢

に
進
行
せ
し
む
る
た
め
に
は
:
-
目
例
へ
ば
市
昨
日
毎
週
消
費
苫
る
、
所
よ
・
り
も
よ
b
多
量
の
原
料
等
を
ば
、
絶
え

守
生
産
場
所
に
蕎
積
し
て
置
か
ね
ば
冷
ら
m
H
o
』
「
か
〈
て
生
産
資
本
の
形
態
を
採
っ
た
此
種
の
貯
戒
の
範
囲
は
、

絶
掛
的
に
撲
大
き
る
、
こ
ご
、
な
る
。
』
併
し
乍
ら
此
の
事
は
、
必
宇
し
も
此
の
純
の
蓄
積
の
相
調
的
増
大
を
意
味

す
る
も
の
で
は
な
い
。
之
を
検
す
る
た
め
に
は
、
更
に
一
段
の
分
訴
を
加
へ
ね
ば
な
ら
同
。

原
料
・
燃
料
等
の
中
、
現
貨
に
生
産
行
程
を
経
過
し
っ
、
あ
る
陥
則
合
杭
的
部
分
に
就
て
は
、
其
の
堆
積
の
大
小

は
、
生
産
範
囲
に

Lτ
同
一
な
る
限
り
、
生
産
行
程
に
要
す
る
時
間
の
長
短
に
比
例
す
る
。
精
子
を
下

L
て
敬
穫

す
る
ま
で
に
竿
年
を
要
す
る
穀
物
生
産
言
、
一
塊
の
綿
花
が
織
物
言
な
る
に
数
時
間
を
要
す
る
紡
紙
業
ご
の
閑
仁

は
、
非
常
な
る
相
違
が
存
す
る
o

き
う

L
て
一
般
的
に
言
ふ
時
は
、
資
本
家
的
生
産
方
法
の
品
目
遣
は
、
生
産
仁
件

ふ
自
然
的
障
害
を
排
除
し
て
、
生
産
時
間
を
短
縮
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
此
租
の
顛
在
的
部
分
の
堆
積
は
、
記

Z
ひ
組
調
的
に
は
増
大
し
た

t
し

τも
、
相
劃
的
に
は
次
第
に
減
少
す
る
傾
向
を
有
す
る
。
第
二
仁
原
料
・
燃
料

(
第
一
一
揖

体
二
十
一
容

七
=
一
)

世

苑

商
品
#
積
回
聞
論
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苑

商
品
堆
積
由
理
論

第
二
十
一
審

(
第
一
一
概

七
四
)

七
回

の
中
、
生
産
の
場
所
に
車
備
さ
れ
て
居
る
潜
在
的
部
分
は
、
二
つ
の
事
情
に
よ
っ
て
制
限
せ
ら
晶
、
。

行
程
に
先
行
す
る
流
通
行
程
よ
り
来
り
、
他
は
生
産
行
税
に
後
縛
す
る
流
渇
釘
程
よ
り
来
る
。
郎
ち
第
一
に
、

「
生
産
行
程
の
漣
績
を
維
持
す
る
舟
め
に
は
、
共
の
諸
依
件
の
存
在
が
、
日
々
の
昨
買
仁
際
し
生
じ
得
ぺ
き
中
絡

に
よ
っ
て
左
右
さ
る
、
こ
芭
な
き
」
を
要
L
、
第
二
に
、
「
商
品
生
産
物
が
毎
日
叉
は
毎
週
配
宵
せ
ら
れ
、
従
っ

τ

不
規
則
的
に
の
み
辻
脅
共
の
生
産
諸
要
素
に
再
特
化
L
得
る
に
過
ぎ
尚
一
正

ω事
貨
に
よ
っ
て
も
、
左
右
さ
る
、
こ

芭
な
き
を
要
す
る
。
』
従
っ

τ是
等
二
つ
の
傍
件
が
、
其
の
制
限
の
程
度
を
騨
む
れ
ば
軽
む
る
程
、
此
純
の
生
産
資

本
の
堆
柏
田
祉
、
衣
第
に
減
少
す
る
。
そ
れ
故
に
、
『
か
、
る
貯
蔵
は
絶
劃
的
に
は
増
大
し
て
も
、
相
針
的
に
は
減

少
し
得
る
』
も
の
で
あ
る
。
然
ら
ば
此
種

ω潜
在
的
推
積
を
相
謝
的
に
減
少
せ
し
む
る
僚
件
は
、
資
本
主
義
の
畿

展
ピ
如
何
な
る
閥
係
に
あ
る
か
?

此
の
碕
の
生
産
資
本
の
堆
積
を
減
少
せ
し
む
る
諸
僚
件
は
、
要
す
る
に
、
「
よ
h
迅
遜
に
、
規
則
正
し
く
且
つ

安
全
に
、
必
要
な
る
量
の
原
料
金
ば
、
常
に
中
絶
を
来
す
こ
Z
な
〈
供
給
す
る
ま
い
ふ
事
費
に
蹄
す
る
い
』
の
で
ゐ

っ
て
、
是
等
の
保
件
Z
生
産
資
本
の
堆
積
正
は
互
に
反
比
例
し
、
「
供
給
の
安
全
ご
曲
笠
啓
吉
迅
速
己
が
小
な
れ
ば

小
な
る
程
、
生
産
資
本
の
潜
在
的
部
分
、
刷
即
も
生
産
者
の
手
に
在
る
所
の
加
工
合
待
丸
つ
、
ゐ
る
原
料
其
他
の
物

の
貯
旗
は
、
盆
々
大
吉
な
ら
ね
ば
な
ら
向
。
」
手
ヲ
し
て
斯
様
な
傑
件
は
、
資
本
主
義
経
済
の
後
遺
程
度
に
比
例
し

て
完
備
さ
晶
、
も
の
で

b
る
が
ら
、
此
稀
の
潜
在
的
堆
積
は
、
資
本
主
義

ω脅
逮
Z
共
に
相
場
的
仁
は
減
少
す
る

一
は
生
産

ニ
正
、
な
る
。

か
〈
の
如
〈
し
て
、
生
産
過
程
に
於
け
る
編
在
的
部
分
た
る
ぜ
潜
在
的
部
分
た
る
正
を
問
は
争
、
原
料
・
燃
料

2
2
2
3
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等
の
堆
積
は
、
資
本
主
義
の
畿
違
Z
共
に
、
縄
制
到
的
に
は
増
大
し
で
も
『
野
町
に
は
ぽ
ゲ
す
る
も
の
で
あ
る
が
、

併
し
乍
ら
此
の
事
は
、
之
を
他
方
よ
・
り
見
れ
ば
、
後
に
越
よ
る
所
の
商
品
資
本
の
堆
穫
が
、
山
相
即
割
加
聞
に
市
い
刑
す
る

こ
己
を
意
味
す
る
に
過
ぎ
向
。
「
今
若
し
産
業
資
本
家
の
手
に
在
る
此
の
貯
蔵
分
が
減
少
し
た
古
す
れ
ば
、
ぞ
れ

は
要
す
る
に
、
商
品
貯
蔵
の
形
態
で
商
人
の
手
に
在
る
貯
隷
分
が
増
加
L
た
ご
ど
を
脅
す
る
に
過
ぎ
泊
。
例
へ
ば

運
輸
機
関
の
後
迭
し
た
結
果
、

9
グ
ア
プ

1
土
地
の
聡
入
倉
庫
に
蕨
め
ら
れ
て
居
る
棉
花
が
、
迅
速
に
T

Y

テ
z

z
タ

l
市
に
移
送
き
れ
得
る
や
う
に
な
っ
た
と
す
れ
ば
、

7
y
チ
ェ
ス
タ

1
市
の
製
造
家
は
、
必
要
に
肱
じ
て
比

較
的
少
置
づ
、
、
其
の
棉
花
を
克
新
し
得
る
こ
正
、
な
る
。
け
れ
ど
も
此
の
場
合
、
町
中
間
貯
版
記

L
て
y
グ
ア
プ

f
p
に
於
け
る
商
人
達
り
手
に
在
る
同
し
棉
花

ω分
量
は
、
そ
れ
丈
け
盆
々
大

εな
る
。
要
す
る
に
問
題
は
、
貯

臓
の
形
態
麗
化
一
ご
い
ふ
-
』
芭
に
過
ぎ
ぬ
」
の
で
あ
る
。

最
後
に
生
産
手
段
(
九
)
ご
併
立
す
る
所
の
勢
働
力
(
A
)
は
、
ぞ
れ
自
身
に
於
て
は
会
〈
堆
積
形
態
を
採
り
得
F

る
こ
正
は
明
か
で
あ
る
。
併
L
乍
ら
、
其
れ
が
原
料
の
上
に
働
い
て
、
日
卦
飽
的
形
態
に
慢
化
す
る
昨
は
、
崎
労
働
力

は
誌
に
堆
積
し
っ
、
あ
る
も
の
吉
見
る
ニ
ご
が
由
来
る
。
例
へ
ば
原
料
が
生
産
行
程
に
於
て
勢
働
を
加
へ
ら
る
、

に
従
ひ
、
次
第
に
其
の
形
態
を
捷
化
し
っ
、
経
過
す
る
二
ご
は
、
勢
働
カ
を
一
定
山
口
形
態
に
堆
積
し
っ
、
進
む
も

の
正
見
る
こ
芭
が
由
来
品
。
而
し
て
斯
の
如
〈
考
へ
ら
れ
た
る
勢
働
力
の
堆
積
は
、
生
産
時
間
吉
原
料
の
繍
在
的

分
量
正
に
比
例
す
吋
(
、
生
産
時
間
及
び
之
仁
比
例
す
る
原
料
の
顕
在
量
は
、
絶
調
的
に
は
増
大
[
て
も
相
調
的

に
は
究
第
に
減
少
の
傾
向
を
採
る
ニ
正
、
阪
仁
越
h
A

る
が
如

L
記
す
れ
ば
、
持
働
力
の
A
膿
的
堆
積
も
亦
、
資
本

主
義
の
畿
遥
己
共
に
、
絶
品
割
的
に
は
著
し
〈
増
大
L
た
ご
し
て
も
、
相
掛
的
に
は
減
少
す
る
も
の
ピ
見
ね
ば
な
ら

苗t

苑

出
向
品
堆
読
の
瑚
諭

第
二
十
一
巻

(
勢
一
一
揖

t 
互主

4二
五

{ ぜ 、 内
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訓
干

l

f

l叫

"4

1
十

設

第

抗

苑

商
品
堆
積
山
叫
論

第
二
十
一
審

ヒ
大
)

七
1ξ 

i9.I 
0 

商
品
資
本
の
堆
積

最
初
に
逃
ぺ
た
る
が
如
〈
、
『
資
本
家
的
生
産
の
基
礎
の
上
に
於
て
は
、
商
品
は
、
生
産
物
の
普
遍
的
形
態
芭

な
る
」
も
の
で
あ
る
。
勿
論
或
る
意
味
に
於
け
る
商
品
の
存
在
は
、
必
中
し
も
此
の
一
枇
曾
に
特
有
な
も
の
で
は
な

〈
、
資
本
主
義
以
前
の
時
代
に
も
亦
之
を
見
柁
o

併
し
乍
ら
此
の
稀
の
商
品
は
、
生
産
行
程
の
性
質
か
ら
必
貯
に

出
で
来
る
も
の
で
は
な
〈

τ、
抽
仙
川
地
行
程
仁
於

τ偶
然
に
商
品
古
な
っ
た
に
過
ぎ
ぬ
、
然
る
に
今
日
の
商
品
は
、

生
産
行
程
よ
h
来
る
必
然
の
結
果
ご
し
て
存
在
す
る
も
の
で
あ

h
、
英
は
生
川
い
な
が
ら
に
商
品
資
本
た
る
性
質
を

特
有
す
る
。
，
ぞ
れ
故
仁
「
闘
有
の
意
義
に
於
付
る
商
品
貯
減
]
は
、
此
の
尚
品
資
本

ω堆
積
合
意
味
す
る
も
の
で

あ
ち
、
こ
れ
が
生
産
資
本
の
推
積
己
樹
立
し
て
、
資
本
主
義
枇
曾
に
於
け
る
ニ
つ
の
雄
筒
形
態
を
構
成
す
る
。
古

う
し
て
生
産
資
本
も
亦
按
て
商
品
資
本
ご
し
て
存
在

L
た
も
の
で
あ
ち
、
前
者
は
役
者

ω形
態
越
化
に
過
ぎ
ぬ
か

ら
、
姑
〈
消
費
堆
積
を
度
外
に
措
い
て
一
般
的
な
立
言
を
許
す
日
ら
ば
、
生
産
資
本
の
堆
積
が
相
謝
的
に
増
大
す

る
こ

Z
は
、
商
品
資
本
の
堆
刊
慣
が
相
劃
的
に
減
少
す
る
こ

Z
を
意
味
し
、
そ
の
反
劃
は
ま
た
反
場
を
意
味
す
る
。

前
者
が
増
減
し
後
者
が
減
冊
唱
す
る
こ
ご
は
、
「
貯
臓
の
枇
曾
的
形
態
の
幾
化
」
に
渇
吉
ぬ
。

傍

τ、
資
本
家
的
生
産
方
法
の
下
に
於
り
る
商
品
生
産
が
、
商
品
堆
積
を
形
成
す
る
に
至
る
こ
ご
は
、
北
日
の
生

産
の
性
質
よ
h
来
る
必
然
の
結
果
で
あ
る
。
蓋
L
商
品
生
産
は
、
特
定
の
購
賞
者
の
註
文
に
よ
っ
て
行
は
る
、
生

Marx， a. a. O. S. J叫
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産
で
は
な
(
て
、
一
般
市
場
に
於
け
る
一
般
購
買
者
を
目
的
己
す
る
生
産
を
意
味
す
る
か
ら
で
あ
る
。
然
ら
ぱ
此

の
意
味
に
於
け
る
商
品
堆
積
は
、
資
本
主
義

ω
後
展
ご
共
に
如
何
な
る
量
的
援
化
を
見
る
で
あ
ら
う
か
?

第
一
に
悶
有
の
意
味
の
商
品
堆
積
も
亦
、
商
品
生
産
の
畿
展
す
る
に
従
っ
て
、
究
第
に
其
の
相
劃
的
分
量
を
増

加
す
る
。
「
た
己
ひ
生
産
の
範
囲
が
同
一
で
あ
る
ご
し
て
も
、
資
本
家
的
生
産
方
法
の
下
に
商
品
t
L一
て
存
在
す

る
生
産
物
部
分
は
、
資
本
主
義
以
航
切
生
産
方
法
並
び
に
畿
越
の
よ
b
低
き
資
本
家
的
生
産
方
法
の
場
合
に
比

L
、
迩
か
に
大
古
な
る
も
の
で
あ
る
。
」
何
故
仁
此
の
如
き
商
品
堆
積
の
相
調
的
増
加
を
生
す
る
か
ご

ν
ム
仁
、
ぞ

れ
は
、
「
資
本
家
的
生
産
が
後
透
す
Z
に
つ
れ
て
、
生
産
の
規
模
が
、
生
産
物
に
劃
す
る
直
接
の
需
要
一
に
よ
っ
て

決
定
さ
る
、
こ
ご
盆
々
少
〈
な
b
、
個
々
の
資
本
一
気
の
支
配
に
属
す
る
資
本
の
大
き
や
、
か
、
る
資
本
を
増
殖
せ

ん
し
げ
」
す
る
衝
動
ゃ
、
生
産
行
程
め
連
続
及
び
嬢
大
の
必
要
な
ど
に
よ
っ
て
決
定
吉
る
、
こ
E
が
、
品
雄
々
著
し
〈
な

る
』
か
ら
で
ゐ
る
。
ぞ
れ
故
に
「
生
産
の
範
囲
が
不
援
な
る
場
合
に
も
、
生
産
物
の
商
品
切
態
が
濁
主
化
し
回
定
化

し
て
成
る
商
品
貯
蔵
は
、
資
本
家
的
生
産
の
接
蓬
に
つ
れ
て
、
増
大
す
る
こ
吉
、
な
る
帥
」
郎
も
一
耽
曾
的
生
産
の
総

量
が
同
一
で
あ
る
ご
し

τも
、
共
の
中
に
於

τ商
品
推
積
を
形
成
す
る
部
分
は
、
究
第
に
其
の
割
合
を
増
大
す

る
。
苫
う
し
て
此
の
如
〈
商
品
貯
蔵
が
相
劃
的
仁
増
大
す
る
ご
い
ふ
こ
ご
は
、
併
に
越
ぷ
る
が
如
〈
、
堆
積
の
一
枇

曾
的
形
態
の
輔
化
L
h
ルニ
E
を
意
味
L
、
「
一
方
に
筒
口
問
形
態
を
採
っ
た
貯
蔵
山
内
増
大
す
る
は
、
他
方
に
直
接
の

生
産
手
段
及
び
消
費
資
料
な
る
形
態
を
採
っ
た
貯
臓
の
減
少
し
た
結
果
で
あ
る
o
」

第
二
に
固
有
の
意
味
の
商
品
堆
積
は
、
此
の
如
〈
絶
え
宇
相
劃
的
に
増
大
す
る
正
同
時
に
、
ま
た
経
費
町
に
も

著

L
f増
大
す
る
。
何
Z
な
れ
ば
資
本
家
的
生
産
方
法
の
下
に
於
て
、
融
労
働
の
一
枇
曾
的
生
産
カ
が
、
恐
る
べ
き
後

苑

説

商
品
堆
積
の
租
諭

第
二
十
一
巻

第

観

七
七
)

4ュ
じ
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引

I
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苑

設

商
品
堆
舗
の
理
論

第
二
十
一
巻

第

観

t二
"-

七

"-

展
を
な
し
た
こ
ご
は
、
周
〈
知
ら
る
、
明
で
あ
る
。
古
う

t
て
「
従
来
の
如
何
な
る
生
産
方
法
仁
も
増
し
て
、
叫
労

働
の
枇
曾
的
生
産
力
を
畿
違
せ
し
か
る
」
結
旧
事
正
!
て
、
枇
品
目
的
生
産
物
の
総
量
は
、
此
の
生
産
方
法
の
下
に
於

て
、
著
し
(
増
大
す
る
o

従
っ
て
商
品
堆
積
は
、
仮
h
に
其
の
相
動
的
分
量
が
同
一
に
止
ま
っ
た
ご
し
て
も
、
其

の
絡
調
的
分
量
は
著
し
〈
増
大
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
卸
も
「
枇
曾
的
線
生
産
物
に
謝
す
る
商
品
貯
臓
の
相
野
宮
山
F
帝

大
す
る
の
み
な
ら
争
、
同
時
に
又
そ
の
絶
動
量
も
増
大
す
る
に
ご
、
な
る
の
は
、
要
す
る
に
資
本
添
的
生
産
の
溌

達
す
る
に
つ
れ

τ、
生
産
物
の
綿
量
が
増
大
す
る
結
果
で
あ
り
。
。
』

此
の
如
〈

Lτ
、
商
品
堆
積
は
相
封
的
及
び
絶
調
的
に
絶
え
中
増
大
す
る
o
今
そ
の
絶
劃
的
増
加
に
就

τは
姑

{
問
は
歩
、
そ
れ
が
相
劃
的
に
増
大
す
る
ご
い
ふ
こ
正
は
、
曇
に
述
べ
た
る
生
産
資
本
の
相
劃
的
増
大
正
い
ふ
事

寅
正
、
果
L
て
雨
立
し
得
る
も
の
で
あ
ら
う
か
ど
う
か
?
之
を
磁
hr
む
る
允
め
に
は
、
商
品
堆
積
を
真
に
分
析

せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
元
来
商
品
は
、
商
品
正

L
て
如
何
に
互
大
な
堆
積
形
態
を
形
成
し
た
ご
し

τも
、
結
局
に
於
て

は
其
の
商
品
形
態
を
伽
別
的
に
は
失
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
成
業
資
本
家
に
買
ひ
取
ら
れ
て
生
産
資
本
に
純
化
す
る

か
、
個
人
的
消
費
者
に
買
ひ
取
ら
れ

τ其
の
生
活
資
料
E
な
る
か
、
二
者
何
れ
か
の
蓮
命
を
選
探
せ
ね
ば
な
ら

心
。
き
う
し

τ個
々
の
商
品
資
本
が
、
此
の
二
つ
の
輔
化
の
何
れ
に
向
ふ
べ
き
か
は
、
快
し
て
偶
然
の
結
果
に
出

づ
る
も
の
で
は
な
〈
て
、
商
品
資
本
の
素
材
的
存
在
形
態
に
よ
っ

τ、
議
め
蓮
命
づ
り
ら
れ
て
居
る
。
此
の
意
味

に
於
て
商
品
堆
積
は
、
生
産
財
た
る
商
品
枕
世
間
正
、
消
費
財
た
る
商
品
堆
積
正
仁
之
を
分
解
す
る
こ
古
が
出
来

る。
第
一
に
、
生
産
財
た
る
商
品
堆
積
が
そ
の
商
品
形
態
を
失
ふ
時
は
、
流
通
行
程
を
通
過
し
て
再
び
生
産
行
料
に

l¥larx. a. a. O. S. 112 
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入
-9
、
悲
に
生
産
資
本
は
る
枇
曾
的
形
態
に
特
化
す
る
。
さ
う
L
て
此
の
生
産
資
本
Z
L
て
の
堆
積
が
、
資
本
主

義
の
接
展
に
伴
う
て
、
絶
叫
到
的
仁
の
み
な
ら
争
相
劃
的
に
も
増
大
す
る
の
は
、
主
ご
し

τ其
の
中
の
品
労
働
手
段

(
建
物
・
機
械
等
)
却
も
回
定
資
本
の
堆
積
に
負
ふ
色
の
な
る
こ
E
は
、
晶
韓
に
遇
ぺ
た
る
所
で
ゐ
る
。
そ
れ
放
に
生

産
財
の
商
品
堆
拍
恨
の
中
、
特
殊
の
素
材
的
形
態
を
採
る
も
の
は
、
生
産
資
本
正

Lτ
豆
大
な
る
推
積
を
な
し
っ
、

市
る
も
の
、
前
提
形
態
で
あ
る
か
ら
、
た
E
ひ
絡
調
的
に
は
著
L
〈
増
大
し
た
ご
し
て
も
、
V

呂
町
に
は
寧
ろ
杭

少
し
っ
、
あ
る
も
の
正
考
へ
ね
ば
な
ら
向
。
事
貨
に
於
て
今
日
、
工
場
の
建
築
や
機
械
の
製
作
が
、
今
備
は
註
文

生
産
の
城
を
服
せ

F
る
も
の
少
な
か
ら
ざ
る
は
卸
も
是
で
あ
る
。
之
に
反
し
て
他
の
櫛
の
素
材
的
形
態
含
有
す
る

生
産
財
の
商
品
堆
積

l
l原
料
・
燃
料
等

l
lは
、
そ
れ
が
産
業
資
本
巴
採
に
同
貝
ひ
取
ら
れ
た
る
生
産
資
本

t
L
τ

の
堆
積
に
於
て
は
、
義
に
述
べ
た
る
如
(
、
絶
謝
的
に
は
増
大
し
て
も
相
調
的
に
は
減
少
す
べ
き
も
の
で
あ
る
か

ら
、
其
の
商
品
形
態
に
於
て
は
、
山
相
即
割
山
間
に
も
盆

7
tの
堆
積
形
態
を
町
山
人
す
る
筈
で
あ
る
。
綿
花
輸
入
商
の
倉

庫
に
綿
花
が
堆
積
L
、
石
炭
輸
出
排
出
の
埠
頭
に
石
裁
が
堆
積
す
る
の
は
卸
も
是
で
あ
る
o

き
う
し
て
商
品
形
態
に

於
り
る
堆
杭
闘
が
、
資
本
主
義
の
後
展
正
共
に
相
謝
的
に
増
大
す
る
第
一
の
理
由
は
蕗
仁
あ
る
o

第
二
に
、
消
費
財
た
る
商
品
堆
積
が
其
の
商
品
形
態
を
失
ふ
時
は
、
決
し
て
生
産
資
本
に
輔
化
す
る
こ
正
な

〈
、
疏
通
行
稜
を
通
過
し
て
消
殺
行
程
に
入
hJ
、
蕊
に
人
聞
の
生
命
を
創
造
す
る
。
曇
に
述
べ
た
る
如
〈
'
商
品

生
産
が
未

r
一
般
的
原
則
正
な
ら
な
か
っ
た
先
資
本
主
義
の
枇
曾
仁
あ
っ
て
は
、
枇
曾
的
生
産
物
の
優
越
的
部
品
川

は
、
消
費
堆
積
-
己
し
て
存
在
L
た
の
で
あ
る
か
ら
、
此
の
如
き
時
代
に
は
、
此
穏
の
商
品
堆
時
間
は
何
等
重
要
な
る

稜
度
に
達
L
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
o

然
る
に
資
本
家
的
生
産
方
法
の
前
提
ご
な
っ
た
賃
銀
勢
働
者
の
階
級
が
畿

詑

苑

両
品
唯
梢
の
瑚
論

第
二
十
一
巷

(
品
一
一
世

七
九
)

七
九
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詑

苑

第
二
十
一
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(
第
コ
担

入
。
)

商
品
堆
積
由
理
論

生
し
、
更
に
資
本
主
義
畿
日
遣
の
結
川
本
正
し

τ、
此
の
階
級
が
枇
曾
の
魅
倒
的
部
分
を
占
む
る
に
及
ん
で
は
、
最
初

に
逃
ぺ
た
る
如
〈
、
倒
人
的
消
費
の
堆
積
形
態
は
次
第
に
油
滅
す
る
。
此
り
消
費
堆
積
の
消
滅
の
結
果
正
し
て
、

「
年
々
に
消
費
す
る
所
の
総

τの
生
活
必
要
日
開
及
び
便
宜
口
問
」
は
、

E
大
な
る
堆
積
正
し
て
市
場
に
現
れ
ね
ば
な
ら

ぬ
。
是
れ
商
品
堆
積
が
相
封
的
に
増
大
す
る
第
二
の
理
由
で
あ
る
。

最
後
仁
、
ヲ
ぞ
れ
自
身
に
於
て
堆
積
形
態
を
採
り
得
ぎ
る
叫
労
働
力
に
就

τは
、
ぞ
れ
が
商
品
堆
積
を
構
成
せ

5
る

こ
芭
は
明
か
で
あ
る
o

併
し
乍
ら
労
働
カ
が
商
品
堆
積
を
構
成
せ
ざ
る
こ
ご
は
、
之
を
購
買
し
消
費
す
る
資
本
家

に
ご
つ
て
は
、
極
め
て
不
刺
な
る
事
情
Z
言
は
ね
ば
な
ら
品
。
そ
れ
故
仁
彼
等
以
、
労
働
力
の
堆
積
の
代
h
に、

第
働
カ
を
創
悲
し
且
つ
支
出
す
る
所
の
勢
働
者
そ
の
も
の
を
し

τ、
一
の
堆
積
形
態
を
形
成
せ

L
め
ん
ご
努
力
す

る
。
工
場
の
寄
宿
舎
制
度
言
、
資
本
家
の
立
場
仁
於
り
る
勢
働
設
備
の
改
善
運
動
己
は
、
郎
も
そ
の
旧
制
現
正
見
る

こ
芭
が
出
来
る
。

四

商
品
堆
積
ご
流
通
行
程

資
本
家
的
生
産
行
程
が
園
滑
に
進
行
す
る
た
め
必
要
な
る
保
件
は
・
共
の
前
後
の
流
通
行
程
が
遅
滞
な
〈
進
行

す
る
ニ
ご
で
あ
る
。
一
方
に
於
て
は
、
生
産
を
繕
績
す
る
に
必
要
な
る
ど
り
の
機
械
・
原
料
・
勢
働
力
等
の
購
買

が
、
支
障
な
〈
行
は
る
、
こ
ご
を
要
L
、
他
方
に
於
て
は
、
生
産
の
結
果
ご
し
て
出
で
来
る
商
品
が
、
な
る
べ
〈

迅
蓮
に
販
貰
せ
ら
る
、
、
ニ
芭
を
要
す
る
o
h
r
〈
て
産
業
資
本
家
は
、
一
面
に
於
て
は
購
買
者
正
し
て
、
他
而
に
於

τは
販
寅
者

t
し
て
、
全
(
相
反
謝
す
る
性
質
を
有
す
る
こ
つ
の
極
に
直
面
す
る
。
此
事
が
、
産
業
資
本
家
を
L

Adam Smith， Wealth of Nat ions， Introduction and plan of the work. 24) 
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て
、
各
積
の
事
情
に
於
て
互
に
矛
盾
す
る
二
百
を
有
せ
し
む
る
こ
正
、
な
る
も
の
な
る
が
、
他
の
議
結
に
就

τは

姑
〈
措
き
、
認
に
は
た
い
商
品
隆
積
に
閲
す
る
限
b
に
於
て
の
み
考
察
す
る
。

購
買
者
t
L
て
の
一
面
に
於
け
る
産
業
資
本
家
は
、
比
(
の
生
産
を
同
滑
に
進
行
せ
し
む
る
た
め
に
は
、
購
買
す

べ
き
商
品
が
、
商
品
堆
積
金
形
成
し
て
市
場
に
存
在
す
る
を
必
要
ピ
す
る
。
印
ち
「
生
走
行
程
及
び
再
生
旅
行
程

を
流
暢
に
進
行
せ
し
な
る
た
め
に
は
、
或
必
量
の
商
品
(
生
産
手
段
)
が
絶
え
中
市
場
じ
存
在
す
る
一
』
吉
、
換
言
す
れ

ば
川
町
肢
を
構
成
す
る
こ
ご
を
必
要
ご
す
る
U

」
『
町
m
m
V
献
な
〈
し
て
は
、
何
等
の
商
品
流
通
1
6
趨
り
得
る
も
の
で

な
い
の
資
本
家
は
巧
、
川
ゎ
、
な
る
鱒
形
に
於
て
此
の
必
然
に
す
附
著
し
な
い
さ
[
て
も
、
の
巧
な
る
特
形
に
於
て

は
蓬
著
す
る
で
あ
ら
う
o
」
之
に
反
し
て
、
阪
資
者
ご
し

τの
他
而
に
於
り
る
産
業
資
本
家
は
、
之
ピ
は
全
〈
反
謝

の
要
求
を
有
す
る
o
彼
れ
の
製
品
川
w
が
、
向
品
堆
践
を
形
成
す
る
こ
己
な
〈
、
な
る
べ
く
迅
迷
仁
貨
幣
化
さ
れ

て
、
彼
れ
の
資
本
を
急
逮
に
岡
股
す
る
こ
と
は
、
そ
の
再
生
産
行
殺
を
腿
綴
す
る
に
必
須
の
要
件
で
あ
る
。
卸
も

「
繭
品
資
本
が
貯
蔵
を
構
成
す
る
ニ
ご
は
‘
自
己
の
目
的
に
反
し
て
心
な
ら
や
，
も
市
場
に
滞
留
す
る
こ
E
を
意
味

す
る
o
販
貰
が
迅
速
に
行
は
る
れ
ば
行
は
る
、
科
、
再
生
産
行
税
は
盆
々
流
暢
に
進
行
す
る
o
宅
、
ー
ー
の
、
な
る
時

形
に
滞
留
す
る
こ
正
は
、
・
・
:
資
本
が
更
に
生
康
資
本
ご
し
て
議
す
べ
き
機
能
を
妨
げ
る
い
の
で
あ
る
か
ら
、

彼
れ
の
立
場
ご

L
て
は
、
製
品
の
市
場
堆
誌
を
胡
尽
せ
ね
ば
な
ら
泊
。

斯
様
に
、
購
買
者

t
L
τ
は
商
品
堆
磁
を
要
求
[
、
阪
資
者

t
L
て
は
之
十
初
斥
す
る
所
の
産
業
資
本
家
の
二

つ
の
要
求
は
、
彼
れ
一
個
の
立
場
よ
ち
見
る
時
は
、
彼
れ
の
購
買
す
べ
き
商
品
W
ピ
、
奴
責
す
べ
き
商
品

w
z

は
、
各
々
異
な
る
商
品
で
あ
る
か
ら
、
其
は
戒
は
矛
盾
な
〈
成
立
[
得
る
で
あ
ら
う
。
然
し
乍

ι資
本
家
階
級
会

雷t

苑

前
品
堆
積
白
担
論

第
ニ
十
一
審

U~ 

観

J、

J、

Marx， a. a. O. S. 108 

Ma日， a. a. O. S. 117 
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問
品
堆
積
回
訓
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(第一一拙

第
ニ
十
一
容

A -
) 

;¥、

飽
よ
h
見
る
時
は
、
業
は
到
底
矛
盾
な
〈
成
立
し
得
る
も
の
で
は
な
い
。
何
故
か
ご
言
ふ
た
、
彼
れ
の
購
買
商
品

W
は
、
他
の
資
本
家
の
版
寅
商
品
W
そ
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
彼
れ
が
購
買
者
ご
し
τ
W
に
劃

ιて
布
す
る
要
求

1
1商
品
雄
磁
の
存
在

i
lは
・
同
じ
両
日
聞
に
劃
す
る
他
の
資
本
家
の
要
求

l
l商
品
挽
耐
の
抗
原
|
|
ご
矛
盾

す
る
o

叉
彼
れ
mw
版
寅
商
品
W
は
、
他

ω資
本
家
の
購
買
商
品
W

E
同
一
の
陶
品
で
あ
る
か
ら
、
彼
れ
が
版
資
者

ピ
Lτ
有
す
る
要
求
は
、
同
一
向
品
の
購
買
者
た
る
仙
の
資
本
家
の
要
求
ご
矛
盾
す
る
o

之
を
一
例
の
商
品
に
就

て
見
る
な
ら
ば
、
共
の
商
品
は
特
定
の
資
本
家

ω尚
日
川
資
本
で
ゐ
る
正
い
ふ
立
場
か

ι、
迅
速
な
る
貨
幣
化
を
要

求
さ
る
、
ご
同
時
に
、
他
の
資
本
家
に
貝
取
ら
れ
て
生
産
資
本
に
糟
化
す
べ
き
蓮
命
を
心
付
す
る
ご
い
ふ
立
場
か

ら
、
商
品
唯
闘
を
構
成
す
イ
〈
要
求
さ
る
、
。

斯
様
に
資
本
家
的
流
通
に
作
う
て
存
庇
す
る
所

ω矛
盾
は
、
商
人
の
介
在
す
る
ニ
正
に
よ
っ
て
、
商
品
雌
積
に

闘
す
る
限
b
、
一
艇
の
解
決
を
見
る
こ
ご
が
山
本
市
る
。
「
市
品
が
終
極
的
消
費
者
に
販
貞
き
る
、
ま
で
の
問
、
生

産
者
自
身
之
を
貯
成
し
て
置
か
う
正
す
れ
ば
、
彼
れ
は
二
つ
の
資
本
を
迦
嶋
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
郎
も
尚
Hm生
産
者

己
し
て
蓮
仰
す
る
資
本
ご
、
尚
人
正

Lτ
叩
旭
川
叫
す
る
資
本
己
が
そ
れ
で
あ
る
M
L
此
の
後
の
資
本
部
分
が
、
制
御
立

ω

資
本
家
仁
よ
っ
て
分
節
さ
る
、
場
合
、
其
出
陣
に
商
業
資
本
家
郎
も
商
人
が
成
立
す
る
。
さ
う
し
て
之
を
枇
曾
全
粗

か
ら
見
る
な
ら
ば
、
「
商
品
資
本

ω順
賞
な
る
経
過
の
要
件
は
、
生
産
物
た
る
商
品
の
総
慌
が
消
費
さ
る
、
ニ
ピ
]

に
あ
っ
て
、
古
川
人

ω
介
在
は
、
所
説
消
費
不
足
に
封
し

τは
之
を
如
何
ピ
も
す
る
こ
正
は
出
来
な
い
り
れ
ど
も
、

之
を
各
資
本
家
の
立
場
か
ら
見
る
限
り
、
彼
れ

ω資
本
の
順
賞
な
る
艦
過
の
要
件
は
、
其
の
商
品
が
軍
ド
版
資
苫

幽断面樋幽困白作画簡醐幽.

る
、
を
以
一
っ
て
足
る
の
で
あ
っ
て
、
北
(
の
販
・
民
さ
れ
た
る
も
の
が
其
の
先
ど
う
な
る
か
は
、

一
郎
は
無
胸
心
h
L
h
J

4). 1¥1arx. a. a. O. S. 118 
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得
る
o

か

t
て
商
人
の
介
在
に
よ
っ
て
、
「
川
町
前
川
原
成
者
の
手
に
止
ま
る
こ
ご
な
(
、
卸
寅
商
人
の
手
よ
り
小

責
商
人
の
子
に
手
令
部
々
の
貯
蔵
腕
を
経
過
す
る
]
こ
戸
、
な

h
、

む
M
ι
z
共
に
、
他
方
に
は
消
費
岩

ω柏
崎
め
仁
貯
臓
を
提
供
し

τ、

4
Q

。

一
方
に
は
生
産
者
の
販
寅
を
迅
速
な

L

し

一
踏
の
流
通
園
滑
を
期
待
す
る
こ
正
が
出
来

商
品
が
取
税
形
態
を
緋
成
す
る
ヨ
』
正
は
、
此
の
如
〈
勝
賞
者
の
側
か
ら
見
て
必
要
な
る
保
件
で
ゐ
っ
て
、
版
賞

者
の
側
か
ら
見
れ
ば
、
商
品
が
な
る
べ
く
雄
被
形
態
を
構
成
せ

5
る
ニ
ピ
を
希
盟
す
る
。
併
L
乍
ら
一
定
の
版
員

を
絡
紙

L
得
る
た
め
に
は
、
版
向
者

ω意
思
か
ら
削
倒
立
し
て
・
慌
に
或
税
皮
の
推
磁
を
必
要
ピ
す
る
に

fft

「
奥
へ
ら
れ
た
る
期
間
に
一
日
一
っ
て
一
定
量
の
信
喪
を
充
す
允
め
に
は
、
品
川
山
間
昨
脚
は
一
定
の
大
き
を
有
し
て
居
ら

ね
ば
な
ら
泊
。
例
へ
ば
一
日
り
中
山
梨
を
充
す
た
め
に
は
、
市
場
に
存
す
る
商
品
の
一
部
が
涜
動
を
紺
け
て
貨
併
し

特
化
さ
れ
つ
、
め
る
時
、
他
の
部
分
は
絶
ね
中
商
品
形
態
を
把
持

L
t
居
ら
ね
ば
な
ら
泊
向
」
此
の
意
味
に
於
て
、

商
品
堆
積
は
」
狩
仁
購
買
者
の
立
場
よ
h
見
て
必
要
な
る
僚
何
た
る
の
み
な
ら
子
、
版
寅
者
の
立
場
よ
ら
見
る
も

亦
、
彼
等
の
希
川
ー
す
る
正
一
合
正
に
拘
ら
十
一
、
「
商
品
販
氏

ω必
要
保
件

γ考
へ
ら
る
、
。
共
は
寒
に
版
賞
者
ピ

L

て
は
一
の
ロ

R
g
z
q
虫
、
口
で
あ
る
。

之
を
言
ひ

設

手江

耐
H
川
地
税
白
剤
諭

か
一
一
十
一
谷

(
第
一
貌

ノ，

J、

げ物
'.J~.'!' 
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苑

第
二
十
一
巻

F、
四

(
第
一
揖

商
品
堆
抗
心
理
論

換
ふ
れ
ば
、
流
通
停
滞
は
流
通
進
行
の
保
件
で
あ
る
ご
い
ふ
-
』
Z
に
ゐ
品
。
流
通
を
進
行
せ

L
む
る
た
め
に
は
、

之
を
停
滞
せ
し
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。
進
め
る
た
め
に
は
止
め
ね
ば
な
ら
ぬ
ご
い
ふ
こ
ご
は
、
そ
れ
自
身
一
の
自
己
矛

盾
に
陥
っ
て
居
る
慌
に
見
え
る
。
事
行
は
川
市
し
て
如
何
で
あ
ら
う
か
?

A 
凹

ua 

併
し
乍
ら
此
一
帯
は
、
軍
な
る
言
葉
の
上
の
一
一
の
読
鈍
に
過
ぎ
な
い
も
の
で
、
一
帯
W
H
は
必
や
し
も
3
う
で
な
い
。

例
へ
ば
一
定
の
水
流
を
氷
山
制
せ

L
む
る
た
め
に
は
、
ぞ
れ
仁
相
脱
出
す
る
水
源
を
必
要
ご
す
る
が
、
そ
の
水
狐
そ
の

も
の
は
水
流
の
停
滞
を
意
味
す
る
ご
同
様
で
あ
る
o

此
の
場
合
町
際
に
は
、
水
源
は
、
常
に
水
流
を
一
定
の
大
吉

に
卒
均
せ
し
む
る
に
必
要
な
る
科
皮
に
止
む
べ
き
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
以
上
に
及
ぶ
川
は
水
流
は
枯
渇
す
ぺ

〈
、
ぞ
れ
以
下
仁
下
る
叫
は
水
源

ω意
味
を
な
き
な
い
。
同
北
川
に
一
定
枝
皮
ぬ
商
品
堆
磁
は
、
商
品
流
通
を
闘
滑

な
ら
し
む
る
た
め
に
必
要
な
る
僚
件
で
は
あ
る
が
、
併
し
民
れ
は
北
(
の
依
件
た
る
税
度
を
越
え
て
は
な
ら
な
い

Q

此
の
粍
皮
を
越
え
る
ニ
ご
は
、
流
通
の
停
滞
し
た
る
こ
ご
を
意
味
し
、
商
品
流
通
の
壮
絶
を
意
味
す
る
。
反
針
に

そ
れ
以
下
に
下
る
二
己
は
、
流
一
池
の
僚
件
ピ

L
τ
の
怠
義
を
失
ふ
。
「
古
川
H
川
貯
減
が
、
商
品
流
通
の
僚
件
で
あ
る

限
h
J
に
於
て
の
み
:
市
問
H

川
流
通
は
順
常
の
も
の
で
あ
る
。
反
叫
に
、
流
通
貯
縮
内
に
あ
る
商
品
が
、
押
し
寄

せ
来
る
生
涯
の
波
に
腐
を
譲
る
こ
ご
な
〈
、

H
Z結
果
、
流
川
地
貯
抑
制
が
過
充
す
る
や
否
や
、
流
通
は
停
滞
し
て
、

商
品
貯
臓
の
崎
大
を
来
た
す
Q

」
此
の
筏
皮
に
迭
し
た
商
品
雌
疏
は
、
購
買
者
側
よ
ち
見
た
る
保
件
正
し
て
は
、
盆

々
其
の
僚
件
性
を
具
備
す
る
こ

t
、
な
る
が
、
反
針
に
版
画
者
側
よ
b
見
た
る
僚
件
ご
し
て
は
、
最
4
・
そ
の
僚
件

た
る
程
度
を
超
え
て
.
耐
ゆ
ぺ
か
ら

F
る
陣
容
ご
な
っ
て
来
る
。
「
此
の
場
合
、
か
、
る
停
滞
が
、
産
業
資
本
家

の
貯
威
内
に
生
ず
る
か
、
そ
れ
芭
も
世
間
人
の
倉
庫
内
に
生
す
る
か
ご
V
ふ
問
題
は
、
関
係
す
る
所
で
な
レ
。
何
れ

一一二一
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仁
し
て
刈
「
士
る
粍
鹿
山
)
商
品
貯
戒
は
、
間
断
な
き
版
貨
の
傑
件
で
は
な
く
、
事
ろ
商
品
の
販
資
さ
れ

F
る
結
川
本

で
あ
る
。
」

此
の
如
〈
し
て
町
蛍
な
る
商
品
堆
北
山
吉
、
遜
則
的
な
る
商
品
唯
政
ご
が
胤
別
せ
ら
る
、
。
然
し
乍
ら
、
一
u

何
れ

的
一
貯
戒
も
、
流
通
の
停
滞
を
意
味
す
る
川
も
の
で
あ
る
か
ら
、
貯
臓
が
順
憶
で
ゐ
る
か
縫
則
的
で
ゐ
る
か
は
、
形
態

の
上
よ
り
同
別
さ
る
、
も
の
で
は
な
い
o
」
従
つ
『
1
一
附
者
は
稿
ー
も
す
れ
ば
混
同
さ
る
、
鹿
が
あ
る
。
殊
に
そ
れ

が
、
第
一
に
『
生
産
者
の
立
場
よ
り
見
る
時
、
商
人
切
手
に
移
倒
さ
れ
た
両
日
聞
の
流
通
幻
税
が
停
滞
す
る
に
拘
ら

す
、
資
本
ゆ
流
通
行
税
は
進
行

L
得
る
も
の
で
あ
る
山
正
い
ふ
事
情
に
よ
り
、
第
二
に
流
泌
の
停
滞
よ

h
生
じ
た

繭
品
川
川
杭
を
以
っ

τ、
生
産
並
び
仁
術
投
錨
凶
の
術
大
よ
ち
生

ιた
雄
前
形
態

ω蹴
大
で
あ
る
ご
諜
認
し
得
る
ご

い
ふ
事
備
に
よ
h
、
産
業
資
本
山
本
の
目
を
欺
附
し
て
、
後
則
的
な
る
椛
債
を
順
蛍
な
る
も

ωご
襖
認
せ
し
め
、
者

〈
は
強
い
て
自
ら
を
欺
い

τ、
所
調
生
滝
過
訓
判
を
招
致
す
る
こ
正
、
な
る
。

五

商
品
堆
積
の
盛
動

資
本
主
義
経
済
の
下
に
於
り
る
国
有
の
商
品
堆
積
は
、
第
一
に
胤
料
・
燃
料
等
の
形
に
於
工
、
第
二
に
消
費
資

料
の
形
に
於
て
構
成
せ
ら
れ
、
且
う
足
時
可
の
雄
日
山
形
態
は
、
資
本
主
義
の
後
展
す
る
正
共
に
、
北
(
の
絶
謝
量
を
増

大
す
る
の
み
な
ら
宇
、
!
え
た
其
の
相
封
量
を
も
明
大
[
つ
、
進
む
も
の
な
る
ニ
ピ
は
、
慨
に
越
べ
た
る
所
で
あ

る
。
併
し
乍
ら
此
の
如
き
一
般
的
傾
向
ど
は
別
仁
、
挺
に
仔
細
仁
川
制
察
す
る
時
は
、
前
日
間
堆
防

ω
分
量
は
絶
え
す

抗
出
動
し
っ
、
あ
っ

τ、
議
じ
順
蛍
な
る
者
〈
は
畿
則
的
な
る
堆
践
を
現
す
こ
ご
、
な
る
o

之
を
例
へ
ば
、
物
債
の

詑

~Ii 

商
品
枕
献
の
刊
前

第
二
十
一
審

(
第
一
蹴

八
五
)

J、
ヨi
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機
動
が
、
長
期
に
一
回
一
っ
て
一
般
的
勝
貨
の
傾
向
を
有
し
な
が
ら
も
、
共
の
時
々
に
於

τ、
絶
え
守
同
盟
勤
し
っ
、
ゐ

る
ご
同
様
で
ゐ
る
o

以
下
問
題
正
す
る
所
は
、
此
の
商
品
堆
積
の
一
時
的
麹
勤
打
倒
す
る
。

商
品
堆
哉
の
一
時
的
鎚
勤
を
惹
起
す
る
瓜
悶
ご
し
て
、
二
つ
の
事
情
を
考
へ
得
る
o

一
は
生
産
の
保
件
に
閲
す
る

も
の
で
あ
り
、
他
は
生
産
の
動
機
に
閲
す
る
も
の
で
あ
る
。
資
本
主
義

ω経
済
組
械
に
於
け
る
生
産
の
動
機
1
1

替
利
ー
ー
は
、
生
本
胞
の
健
件
に
よ
っ

τ制
限
せ
ら
る
、
こ
ご
が
少
〈
な
い
。
此
官
利
生
産
は
、
次
第
に
生
産
保
件
を

侃
服
し
て
之
を
隷
川
崎
せ
し
め
、
自
己
の
志
の
ま
、
に
生
成
俊
件
を
左
右
l
得
る
に
至
つ

τ、
完
全
の
域
に
迭
し
得

る
も
の
で
ゐ
っ
て
、
胡
W
H

に
於
て
今
日

ω営
利
生
産
は
、
次
第
に
此
ゆ
城
に
進
み
つ
、
あ
る
。
此
の
引
は
一
定
の

枇
曲
目
に
就
て
一
般
的
に
言
ひ
得
る
の
み
な
ら
中
、
各
稲
の
産
業
郎
門
に
就
て
も
亦
同
v

ね
に
一
百
ひ
得
る
所
で
ゐ
h
・

生
康
保
件
を
自
由
に
し
得
る
科
度
に
従
つ

t
、
廿
h

の
産
業
の
資
本
主
義
化
は
完
全
Z
な
る
o

肌
町
利
生
産
に
よ
る
生

産
保
件
の
何
蹴
は
、
次
第
に
共
の
科
皮
を
高
め
っ
、
ゐ
る
が
、
併
し
今
日

ω事
貨
に
於
て
は
、
仰
は
共
の
拘
束
を
受

け
っ
、
あ
る
目
尚
H
T
は
少
〈
な
い
。
各
桶
の
産
業
、
各
叩
刊
の
生
康
保
件
の
中
に
就
て
、
原
始
生
産
業
仁
於
け
る
自
然

的
後
件
は
、
其
の
拘
束
の
‘
誌
も
甚
に
し
い
も
の
で
あ
ら
う
o
今
日
の
刷
曾
に
於
け
る
柿
々
の
絞
隣
現
象
の
中
、
所

前
季
節
的
援
動
を
な

L
っ
、
あ
る
も
の
は
極
め

τ多
数
に
存
在
す
る
が
、
そ
れ
等
の
中
の
多
く
の
も
の
は
、
結
局

に
於
て
、
原
始
産
業
に
於
け
る
自
然
的
保
件
~
の
服
従
に
基
〈
も
の
で
あ
る
。
今
問
題
-
と
す
る
所
の
商
品
雌
舗
の

盤
動
が
、
一
面
に
於
て
季
節
的
畿
動
を
示
す
の
も
亦
、
此
の
例
仁
洩
れ
ぬ
o

従
っ
て
商
品
推
砧
の
季
節
的
愛
動

は
、
其
の
両
日
聞
の
生
産
が
、
自
然
的
保
件
に
左
宕
ぜ
ら
る
、
程
度
に
比
例
L
τ
、
或
は
川
削
著
仁
戒
は
暖
昧
じ
現
は

る
、
で
あ
ら
う
c

者
闘
の
重
要
産
業
た
る
紡
総
業
に
就

τ見
る
仁
、
共
の
原
料
た
る
棉
花
の
生
産
は
.
言
ふ
布
一
も

j 叫何'1"川!!<;，17!~ナ司会めて)'('，~:.芦吋 λ，;，"Nり弘へい必ず"." ~" -t.柵 酬蜘パ



な
〈
自
然
的
保
件
に
左
省
吉
る
、
こ
ご
最
も
大
な
る
も
の
で
あ
る
。
例
へ
ば
米
棉
の
出
盛
期
は
毎
年
十
一
月
・
十

二
月
、
一
月
一
L
限
ら
れ
、
印
棉
の
そ
れ
は
一
月
、
二
月
、
三
月
に
限
ら
る
、
が
如
き
是
で
あ
る
。
従
っ
て
棉
花
の

堆
積
形
態
は
、
姑
〈
何
人
の
手
に
推
萌
す
る
か
を
度
外
秘
す
る
限
h
、
是
等
の
期
間
に
於
て
最
大
を
示
し
、
且
つ

同
様
の
現
象
が
、
年
々
略
t
同
徒
に
繰
返
さ
る
べ
き
こ
ど
は
明
か
で
あ
ら
う
。
之
に
反
し
て
、
棉
花
を
消
費
す
る

生
産
行
程
印
ち
紡
蹴
業
に
於
て
は
、
拙
労
働
者
の
季
節
的
勤
惰
の
畑
量
一
一
仰
の
自
然
的
保
件
を
除
い
て
は
、
共
の
生

産
保
件
が
自
然
的
拘
束
を
受
〈
る
こ
正
一
以
絡
め
て
少
な

ν。
従
つ

τそ
の
生
産
物
た
る
綿
糸
の
堆
積
は
、
之
を
棉

花
の
場
合
に
比
較
す
れ
ば
、
季
節
的
縫
動
を
な
す
こ
ど
極
的
て
少
な
か
る
べ
き
筈
で
め
る
。
そ
れ
故
に
綿
糸
堆
債

の
通
勤
は
、
寧
ろ
主
と
し
て
弐
仁
述
べ
ん
ご
す
る
事
情
に
よ
っ
一

τ惹
起
き
る
、
正
考
へ
ね
ば
な
ら
泊
。

商
品
推
積
の
畿
動
に
於

τ巳
季
節
的
議
動
よ
ち
も
山
中
乃
重
要
な
る
も
の
は
、
産
業
資
本
家
若
〈
は
向
業
資
本
家

の
営
利
動
機
よ
b
直
接
に
来
る
も
の
で
あ
る
o

資
本
家
が
其
の
倍
利
街
動
を
満
足
せ
し
h
U
る
た
め
に
は
、
車
に
そ

の
製
品
を
版
資
す
る
ご
い
ふ
ピ
け
で
は
足

ι争
、
そ
れ
を
一
定
の
債
格
に
於
て
収
資
す
る
こ
E
に
よ
h
、
共
の
目

的
正
す
る
利
潤
の
獲
得
を
震
現
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
o

従
っ
て
彼
れ
の
生
産
す
る
商
品
の
債
格
、
一
般
的
に
は

W
ぽ
V

援
動
が
、
商
品
堆
積
の
上
に
重
要
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
吉
、
な
る
。

第
一
に
物
慣
騰
貨
の
傾
向
ゐ
る
場
合
に
は
、
産
業
資
本
家
は
、
共
の
購
買
者
た
る
立
場
に
於

τ、
原
料
・
燃
料

共
他
の
購
入
を
盛
ん
に
す
る
か
ら
、
ぞ
れ
丈
け
に
於
て
は
、
浴
在
的
生
産
資
本
の
推
積
を
増
加
す
る
。
所
論
手
持

原
料
の
増
加
こ
れ
で
あ
る
。
同
時
に
彼
れ
は
其
の
製
品
の
寅
情
み
を
な
す
か
ら
、
商
品
資
本
の
形
に
於
げ
る
推
積

は
、
産
業
資
本
家
の
手
に
増
大
す

J

る
慌
に
思
は
れ
る
o

併
L
乍
ら
生
産
資
本
の
潜
在
的
堆
積
も
、
商
品
資
本
の
堆

詑

苑

商
品
地
積
の
租
論

第
二
十
}
巷

(
弟
一
腕

入
レ
】
}

ノ、
七
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日勺l

詑

苑

A 
A 

商
品
堆
積
白
瑚
論

第
二
十
一
巻

鋳

掛

J、
J、

積
も
、

そ
れ
丈
け
彼
れ
の
資
本
的
岡
牧
を
後
ら
し
り
る
こ
己
、
な
b
、
伶
分
の
資
本
i
f
要
す
る
』
正
、
な
る
。
従

つ

τ質
際
に
於
て
彼
れ
は
、
此

ω場
合
か
、
る
こ
さ
の
た
め
に
除
分
の
資
本
を
用
ふ
る
よ
り
も
、
寧
ろ
之
を
以
っ

て
生
志
郎
憐
張
を
行
ひ
、
生
産
物

ω増
殖
を
計
る
こ
正
、
な
る
か
ら
、
議
に
建
物
・
機
械
等
の
形
に
於
り
る
生
産
資

本
の
雌
疏
が
現
は
れ
る
。
戦
後
の
好
況
附
代
に
於

τ、
此
稲
の
堆
積
形
態
が
如
何
に
増
大
し
た
か
は
、
周
〈
知
ら

る
、
所
で
あ
ら
う
。

物
倒
脇
島
の
傾
向
は
.
一
具
に
商
業
資
本
家
の
存
在
す
る
こ
ご
に
依
っ

τ、
闘
有
的
意
味
的
商
品
雄
被
を
増
大
す

る
。
古
川
人
は
純
々
の
資
本
一
一
援
の
中
に
あ
っ
て
、
後
利
衝
動
を
故
も
露
骨
に
髄
現
せ
る
も
の
で
あ
り
、
相
官
利
活
動
仁

於一
1
此
も
敏
活
で
あ
る
か
ら
、
物
仰
の
鑓
動
を
利
川
す
る
に
故
も
敏
捷
で
あ
る
o

彼
等
U
鋭
敏
与
る
暁
脱
却
を
も
っ

τ物
倒
的
傾
向
を
岡
県
先
仁
暁
ぎ
分
け
る
o

苫
う
し
て
荷
も
臨
胸
中
H
の
傾
向
ゐ
る
場
合
に
は
、
直
も
に
買
占
め
一
一
民
情
み

を
賀
行
す
る
。
そ
れ
故
に
物
附
倒
勝
貨
の
傾
向
ゐ
る
場
合
仁
は
、
原
料
も
製
品
も
生
産
者
の
手
に
於

τよ
h
は
、
寧

ろ
商
人
の
手
に
脱
政
f
る
で
あ
ら
う
。
普
仁
製
品
が
生
産
者

ω手
に
堆
蹴
せ

5
る
の
み
な
ら
十
、
脱
水
に
於
て
生

売
さ
る
べ
き
商
品
ま
で
も
、
阪
に
生
席
者
的
手
を
離
れ
て
商
人
の
所
有
に
入
る
場
合
が
少
〈
な
い
。
炉
、
る
場
合

に
は
生
産
者
は
は
恥
も
有
利
な
事
情
に
置
か
れ
る
伊
ら
、
あ
ら
ゆ
る
方
法
に
於
て
そ
の
生
産
規
模
を
術
大
L
、
生
産

力
を
明
大
す
る
o

か
〈
て
生
産
物
は
、
何
れ
か
の
階
段
に
於
け
る
流
泌
行
程
に
推
積
L
、
凶
行

ω意
味
の
商
品
推

聞
は
弐
刷
用
に
術
大
す
る
。
唯
か
く
の
如
、
さ
物
倒
騰
貨
の
場
合
に
は
、
消
費
堆
砧
も
或
科
皮
に
増
大

L
、
消
却
そ
の

も
の
も
戎
程
度
の
増
加
を
な
す
こ
ご
は
考
へ
得
ら
る
、
一
炉
、
品
川
L
此
の
場
合
に
起
っ
た
生
産
の
術
振
ご
商
品
堆
積

の
増
大
吉
は
、
此
の
消
費
計
〈
は
消
費
情
刑
判
引
の
増
大

1
l賞
需
の
増
加
l
|
ご
は
何
等
の
関
係
な
〈
惹
起
さ
れ
た

M

i
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も
の
で
あ
ち
、
従
っ
て
業
の
勢
の
進
む
に
従
ひ
、
次
第
に
生
産
過
剰
・
消
費
不
足
の
程
度
を
促
進
し
て
、
其
の
極

‘
遂
に
批
慌
を
惹
起
し
、
物
債
の
傾
向
を
叫
化
せ
し
行
る
に
至
る
。

第
二
に
物
畑
町
干
落
の
傾
附
ゐ
る
場
合
、
最
も
鋭
敏
な
る
商
業
首
本
家
は
、
第
一
着
に
買
控
へ
寅
崩
し
を
な
す
か

ら
・
商
人
の
手
に
あ
る
商
品
堆
積
は
、
急
激
に
減
少
す
る
慌
仁
思
は
れ
る
。
併
し
乍
ら
其
の
資
崩
し
は
、
結
局
に

於
て
的
技
者
の
購
買
能
力
に
依
存
す
る
も
の
で
あ
ふ
リ
、
物
価
帽
下
落
の
場
合
に
は
、
消
投
堆
積
も
消
波
そ
の
も
の
も

棺
大
{
得
る
筈
な
〈
、
却
っ
て
減
退
ず
べ
き
も
の
で
あ
る
か
ら
、
商
人
の
良
崩
し
は
結
局
商
人
同
士
山
の
肩
代
り
を

な
す
に
過
ぎ
や
'
、
之
仁
よ
っ
て
商
品
雄
磁
を
減
少
せ

L
む
る
訓
何
度
は
、
比
岐
的
軽
微
で
あ
巳
う
。
唯
古
川
人

ω町民控

へ
は
‘
そ
れ
丈
り
の
程
度
仁
於
て
、
彼
等
の
手
に
あ
る
両
日
開
放
肢
を
減
守

L
h
U
る
で
あ
ら
う
が
、
そ
の
代
b
一
生
産

者
の
手
に
あ
る
推
訪
を
増
大
せ

L
む
る
こ
ど
、
な
hJ
、
結
局
は
生
産
紛
少
の
税
皮
に
依
存
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
然
る

仁
生
産
規
模

ω紡
少
は
、
ぞ
の
術
大
は
ど
に
森
日
剖
で
な
い
o

特
に
巨
大
な
る
生
産
資
本
ピ
し
て
の
堆
献
が
横
た
は

る
場
合
に
は
、
向
学
者
の
所
前
結
合
生
時
ー
殺
の
原
理
が
、
生
産
時
期
を
異
に
す
る
同
一
商
品
の
辻
に
行
は
れ
て
、

「
或
る
税
皮
ま
で
は
、
年
々
損
失
を
し
て
も
、
事
業
を
椴
総
L
て
行
〈
方
が
、
却
っ
て
得
に
な
る
』
古
い
ふ
事
怖
が

介
す
る
か
色
、
原
料
其
他
の
生
産
費
の
下
落

ω将
皮
が
、
製
品
の
そ
れ
に
及
ば
な
い
場
合
で
も
、
備
は
生
産
を
一

定
の
程
度
に
飽
鎖
す
る
場
合
が
少
(
な
い
。
従
っ
て
此
の
場
合
生
産
者
は
、
商
人
の
買
按
へ
の
科
皮
に
生
産
ev
減

少
す
き
」
己
能
は
す
、
彼
等
の
手
に
あ
る
峨
積
は
著
[
〈
増
大
す
る
o

此
凶
増
大
は
、
「
商
い
浬
産
一
者
の
知
識
よ

h
獅
立
川
、
北
(
の
意
志
に
逆
っ
て
行
は
る
、
所
の
流
通
停
滞
に
基
く
」
も
の
で
ゐ
旬
、
「
貯
蔵
が
不
任
意
的
に
形
成

苫
れ
た
」
場
合
で
ゐ
る
。
従
っ
て
産
業
資
本
家

ω快
悩
煩
闘
の
時
代
で
あ
り
、
且
巨
利
生
産
よ
ち
来
る
必
然
の
結
果

手E

(
知
一
腕

設

第
二
十
一
審

r、
プL
) 

J、
7L 

前
品
北
舗
の
刊
誌
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苑

商
品
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白
瑚
論

第
二
十
一
審
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都

競

九
O
)

を
受
(
川
、
き
時
で
ゐ
る
。

此
の
如
〈
し
て
商
品
堆
積
は
、

1，ι 
O 

の
H
T
設
を
鐙
勤
し
、

共
の
所
什
忙
を
縫
奥
し
っ
、
ゐ
る
。
如
何
な
る
縦
隣
組
織
を
採
る
を
問
は
や
，
、

物
債
の
縫
動
に
よ
っ
て
刺
激
せ
ら
る
、
資
本
家
の
鋒
利
衝
動
に
依
り
、

枇
曾
成
員
の
生

活
に
必
要
な
る
各
加
の
山
叫
が
、

必
要
な
る
町
村
皮
に
生
産
せ
ら
れ
、

漣
滞
な
〈
供
給
百
れ
て
、

宇
田
J
る
保
司
祭
・
句

j
T
i
'
干

JFW
，車

f
t信
長

m
r
n
G
ι
3
室
主
4
・

そ
の
生
活
を
保
詮
す

る
こ
ご
は
、

最
も
重
要
な
る
根
本
問
題
な
る
が
、

今
商
品
堆
磁
の
動
態
に
就
て
、

共
の
川
命
叶
成
員
の
都
済
生
活
を
確
保
す
る
上
仁
極
め
て
軍
要
で
ゐ
る
o

此
百
利
生
産
を
原
則
ご
す
る
今

る
こ
正
は
、

怖
に
其

日
の
耽
品
目
に
あ
っ
て
は
、
其
の
例
究
は
後
利
的
生
産
者

ω生
産
に
蝋
到
し
、
並
び
仁
営
利
的
尚
人
の
資
質
に
謝
L
、

、
一
り
引
…
準
的
根
擦
を
従
供
す
る
も
の
で
あ
る
o

主制
1
し
生
産
及
び
供
給
に
閥
'
L
て
、
彼
等
の
傍
利
心
じ
、

tzfr

的
統
制
に
の
み
依
叩
い
L

一
L

1
い
刷
曾
成
口
口
の
生
活
を
雌
保
す
る
簡
は
古
る
た
め
に
、
部
分
的
に
か
全
般
的
に
か
、

生
産
及
び
供
給
の
耐
品
目
的
統
制
を
行
は
ん
ご
せ
ば
、
之
が
根
械
は
、
商
品
堆
債
の
動
態
に
闘
す
る
質
際
的
研
究
仁

求
め
ね
ば
な
ら
凶
。
併
し
乍
ら
是
等
商
品
堆
積
の
い
H
r
附
に
閲
す
る
研
究
は
、

ヲ。

割
払
は
之
を
後
の
機
曾
仁
譲
る
で
あ
ら

(
完
)

一一'計 l害時期明開卿脚、


